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＜連絡事項＞

■医療福祉学会の抄録は､9月15日(月)締め切りとなっています。作成を進めてください。

■8月29日(金)職員日帰り旅行を実施予定。行き先は野の花　焼山荘(十和田市)。参加予定者は遅刻しないよう参加してください。
■看護グループ研修　8月28日(木)17:15～実施予定。場所はメンタルケア病棟3階会議室で､テーマは介護基礎技術③：身体の清潔技術。対象者は介護新人･初級ですので､対象者の方は参加してください。
■12月8日に精神科病院実地指導　実施予定。

＜青明舎登録者様情報＞

大久保　恒夫　様～先週初旬､嘔吐を訴えて八戸赤十字病院を受診。大腸検査を実施予定だったが､妻である大久保律子様が不調となり､予約をキャンセルしている。青明舎職員が訪問した際は､不調を訴えることなく､薬も合っていると話している。大腸検査については､｢自分が病院受診する為に､律子を連れ回しすぎた｣｢それで具合が悪くなったのかも｣等と話しており､様子を見てから受診する予定としているとのこと。

大久保　律子　様～上記の体調不良について､｢水を飲みすぎたかも｣と話している。夫である恒夫様からも注意を受けている様子。｢少しずつ体調も良くなってきた｣と､体調が回復傾向であることを話している。

森田　清助　様　～気温が高い為､自宅にて冷房をつけて過ごすことが多かったことから､今月の電気代が高く掛かった(6000円　※普段の2～3倍)ことを話している。支払いについては｢やりくりしているから払える｣とのこと。

高柳　和子　様　～体調は良く､睡眠も取れているとのこと。デイケアの利用について､｢若い人が騒いでいるとうるさくて疲れる｣等と話している。疲労を感じた際は､休むことも出来ているとのこと。

清水　秋男　様　～デイナイトケアの利用について､｢以前は､早く帰れるデイケアを利用したいと思っていたが､今はゆっくりした時間を過ごせるデイナイトケアの方が良いと思っている｣等と話している。

我満　奈津紀　様～デイケアの利用日数を増やす(2回→3回　月･水･金曜日)ことについて､主治医へ相談しようと考えていたものの､｢診察の時は自分の体調のことを伝えることに集中してしまって､言い忘れた｣と話しており､デイケア職員が主治医へ確認することとした。また､長女について､学校の後期の学費を支払うことを考えると落ち込むと話しているものの､｢なるべく考えないようにして､ストレスを溜めないようにしている｣と話しており､自分なりの対処方法を見当することが出来ている。

青木　紀子　様　～自室のカーテンをようやく購入したとのことで､｢だいぶ過ごしやすくなった｣と話している。喫煙は続けており､1日10本程度吸っているとのこと。9月13日～15日､実家へ帰省する予定と話している。

前野　義勝　様　～8月23日すこやか祭りに行ってきたとのことで､｢楽しかった｣と話している。日焼けをしており､理由を確認すると､｢うみねこ幸房の仕事で畑仕事をした｣とのこと。また､うみねこ幸房での仕事について､｢仕事中は堅苦しい感じがあるけど､休憩時間にはメンバーと世間話をしてストレスを解消している｣と話している。
＜グループホーム入居者様情報＞

種本　サハ　様　～腰痛を理由にデイナイトケアを欠席しており､整形外科受診も考慮して主治医へ相談する為､本日､グループホーム管理人とともに当院を受診。精神的な症状により不調を訴えデイナイトケアを欠席している様子もある為､主治医より､整形外科受診は不要であることを説明されている。また､本人は｢疲れるから入院したい｣と話しており､本日よりデイナイトケアへ来所しており､1週間様子観察を実施していくこととした。また､昼食を頼むことを伝えると､｢お金がないから｣等と話している。昨日食品を購入してきたものの､菓子パン等を購入しており､栄養バランスを考慮してデイナイトケアにて注文して食事を摂取するよう伝えている。

中村　茂　様　　～22日(金)青陽館にて入浴し､男性職員が同伴して洗身の様子を確認。丁寧に体を洗っており､スムーズにやれている。しかし､それでもきつい臭いがすることや､髭を剃らない･歯磨きをしない等の行動が認められる。臭いに関しては､衣服やシーツ等の洗濯についても状況を確認し､対策を検討していく。

中村　与一郎　様～服薬チェック時､空の薬包に錠剤が少しとけたものが付着しており､本人へ確認。グループホーム内の湿気がひどく､錠剤が溶けて薬包についてしまうとのことで､管理方法を再度検討していく。

＜事例検討＞

中村　与一郎　様（38）　主病名：統合失調症　主治医：千葉良Dr

検討内容目標と計画の見直し

長期目標①環境の変化により、病状を崩さないようにする。

②グループホームでの生活に慣れ、地域生活を継続する。

③対人関係技能の向上。

中期目標①生活習慣および生活リズムの獲得。(疾病・服薬・健康管理)

②生活上の問題解決が出来るようになる。

③相手の立場に立った行動が出来るようになる。

短期目標①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。

②迷った時や困った時には相談する。

③相手に物を伝える際に、一度伝えて良いか考えてから伝えるようにする。迷った場合は、スタッフへ相談する。

実施計画①環境変化に弱い面がある為、病状の観察を行い、病状変化に気付かない場合は本人に状態を伝える。

②生活状況を確認する。

③プログラムの取り組み状況の観察を行う。（質問への対応・疑問点の解決や参加姿勢等）

④不適切な行動や発言が見られた際は、振り返りを行う。

⑤対人関係について、本人から相談があった際は、接し方について一緒に考える。

現状・情報

・H26年4月よりグループホームへ入居し､同時期よりデイケアの利用日を変更(週4日→週5日)。同施設での生活に不安･不満はなく､落ち着いて生活している。病状も概ね安定しており､服薬も問題なく行われている。

・休日はデイケアメンバーと外出し､外食やイベント参加等を積極的に行っている。

・以前は他者とのトラブルがあったものの､現在は問題なく､他者とも穏やかに交流している。

・元デイケアメンバーの女性と付き合っていたが､先週木曜日に別れのメールが来たと訴えていた。しかし､先週土曜日に再度メールがあったようで､｢完全に別れたわけではない｣と職員へ伝えている。

・今後は就労を希望しており､就労支援プログラムにも積極的に参加している。就労継続支援B型｢うみねこ幸房｣の利用を希望している。

検討内容

就労支援施設の利用へ繋がるよう､対人能力面や病状管理面の対応力の向上を図っていく。また､グループホーム及び青明舎と連携を図りつつ､就労継続支援B型｢うみねこ幸房｣と連絡調整･情報提供を図り､見学等を進めていく。

＜利用者様情報＞

青木　紀子　様　～頭痛がするとのことで､遅刻の電話連絡がある。頭痛が続く際は内科診察及び休養をするよう勧めている。来所後に状況を確認すると、「頭痛はだいぶ落ち着いたので大丈夫です」と話している。

その後､再度相談がある。今回の睡眠不足や頭痛の原因について､｢実は､最近父親ともめてしまって｣と話している。交際相手である東海林康之様との関係について､｢いずれ結婚したいと考えている｣ということを､昨年より父親へ伝えていたが､父親は｢金もない人との結婚は許さない｣と話しているとのこと。青木様は､｢一緒にいると安心するから､いずれ一緒になりたい｣｢今の生活を安定させて､仕事も出来るようになってから結婚したい｣｢子供については､もとから子供が欲しい願望が強いわけでもなく､先生から『障害がある同士だから､様々なリスクがある』と言われていたこともあって､考えていない｣等と､結婚について具体的に考えていることを話している。自身の兄姉にも相談し､父親に反対されていることも兄姉や交際相手に伝えているとのこと。昨日(24日)に父親へ電話で同様の思いを伝えたところ､｢許さない｣｢これから頻繁にお前のアパートに監視しに行くからな｣等と強い口調で言われたと話している。上記により､以前父親から受けた虐待の記憶が甦り､｢本当にアパートまで来るんじゃないか｣等と怖くなってしまい､昨夜は眠れず､今朝5時頃にようやく眠れたとのこと。また､父親の行動に対して､｢母親が死んで私を育てられなくなって､18歳まで施設に預けていたのに､今さら私の行動を管理しようとすることに対しても､本当は嫌な思いがある｣という気持ちを感じていながらも､｢父親が言っていることもわかってはいるんですけどね｣と､父親にも認めてもらって結婚したいという思いを語っている。現状では､父親に納得していただくのは難しいのではないかということを伝え､父親の気持ちがこれ以上高ぶらないよう距離を置く､父親が納得できるような材料(安定した病状や生活の維持､就労のステップアップを踏む等)を増やしてから再度相談する等の方法を本人とともに検討している。

野月　利章　様　～本日､母に送迎されて来所し､デイケアを利用。｢一昨日より手足の痺れや頭痛がする｣｢最近入浴していなくて､今朝､久々に銭湯で入浴したら鼻血が出た｣｢熱がある｣等と身体不調を訴えており､バイタルを確認。血圧（131/83）･体温36.4℃で異常なし。不調が続く際は再度教えていただきたいこと､今週水曜日の外来診察時に主治医へも伝えることを説明している。以後は不調を訴えることなく､笑顔で楽しそうに過ごしている。休日は家族と温泉や奥入瀬渓流等へ出かけており､自宅にいる時間を減らしている様子であり､リフレッシュも出来ている。ストレスに感じることも少なく､衝動行為に至ることなく経過している。

＜外来情報＞

種本　サハ　様　～本日受診時､｢疲れるから入院したい｣と訴えることがあり､入院することで現在と同程度の日課やプログラムをこなすことになること等を説明。本日より早めに帰宅し､それでも疲労感が強いようであれば､来週月曜日診察時に入院も含めて検討することとなった。

田中　一　様　　～口渇がひどいことを訴えており､薬剤調整を実施(レボトミン(25)3錠を中止)している。
